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明治大学博物館の現状
おわりに
はじめに一明治大学刑事博物館の役割一
　私は、明治大学刑事博物館（1929年創設）で刑事関係資料や歴史関係資料の収集保存、
これらにかかわる調査研究・教育普及にあたっています。
　本館は、明治大学が設置した大学博物館であり、大学の校規では研究機関と規定されて
います。本館は、文部大臣が博物館法に基づいて指定した博物館相当施設であり、広く一
般に公開されています。また我が国では唯一の「刑事博物館」として知られています。
　1998年3月17日付で財団法人大学基準協会の鳥居泰彦会長から本学の戸沢充則学長あて
に「貴大学の相互評価の認定に関する件について」の通知がありました。この通知には、
「明治大学に対する助言・勧告」が添付されており、そこには本館について以下のような記
述が含まれています。
　　「II大学に対する提言
　　　　1．助言
　　　　　①長所の指摘に関わるもの
　　　　　　1　「権利自由」、「独立自治」という大学の理念が各学部においても明確で
　　　　　　　　ある点は評価できる。
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　　　　（中　略）
6　刑事博物館、考古学博物館、商品陳列館の三つの博物館が大学の教育研
究の活性化にとって重要な役割をはたしている点は評価できる。
　　　　　　　　　　（下　略）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
　引用した「①長所の指摘に関わるもの」の項目は全部で7項目あり、6つめの項目で本
館をはじめ3博物館の役割が高く評価されました。
　本稿は、1997年度における本館の活動記録です。主な内容は、私が執筆や原稿の提供を
依頼されたり、あるいはみずから必要性を感じて作成した資料などです。私はこの記録の
作成と公表を通じて、明治大学の教職員や博物館に関わる人々とともに、本館をより良い
大学博物館として成長させるには、どうしたら良いのかを考えてゆきたいと思います。
第1　刑事博物館　1997年度の事業計画
　基本的活動方針
　資料を集めて活かし（収集保存）、調べ（調査研究）、広める（教育普及）こと、すなわ
ち博物館の3大機能の促進を基本的活動方針とします。
　本館は、社会教育法、博物館法の精神を尊重するとともに、学則第64条、博物館規程第
3条に基づき、一層の大学開放に資するための事業の展開を計画しています。
　っぎに重点的な事業にっいて説明します。
（1）「ヨーロッパ拷問展」の開催
　主　催一明治大学刑事博物館・社団法人フロンティア協会、中世犯罪博物館（イタリ
　　　　　　ア）。
　主　旨一「人類の権利・自由を考える」のサブテーマのもと、この展覧会を通して、
　　　　　　より一層の人権の尊重に資する（後掲第2参照）。
（2）展示室の改修
　計　画一「ヨーロッパ拷問展」終了後、展示室の改修工事を行い、ニュー刑事博物館
　　　　　　として1998年3月下句から一般公開する。新展示の基本計画等は後掲第9参
　　　　　　照。
（3）博物館実習生の受け入れ
　事業一本学・創価大学・武蔵大学・大妻女子大学・川村学園女子大学から実務実習
　　　　　　生の受託、関西大学・創価大学・武蔵大学などの見学実習生を受け入れ、ボ
　　　　　　ランティア事業として実習指導を行う。
　内　容一実務実習生は、実習期間中の博物館業務の補助を実習課題とする。期間等は
　　　　　　別に定める（後掲第4参照）。
　　　　　　　　　　　　　　　　（刑事博物館「1997年度事業計画の説明資料」より）
第2　「ヨーロッパ拷問展一人類の権利・自由を考える一」の開催
1　人権はいつでも人類の永遠のテーマ　　「ヨーロッパ拷問展」のご案内
　　　　　　　　　　一4月から明治大学刑事博物館でアジアで初めての一般公開一
（1）本邦初公開は「権利自由の揺藍」の明治大学で
　このたび明治大学刑事博物館（館長・川端博法学部教授）と社団法人フロンティア協会、
36
イタリア中世犯罪博物館の主催による特別展覧会が、「権利自由の揺藍の」と校歌に謳われ
る明治大学を会場として開催されることになりました。
（2）展示資料はイタリアの中世犯罪博物館から
　15～18世紀のヨーロッパでは、魔女とか異端の疑いをかけてなんの罪もない民衆を捕ら
え、棲惨な拷問の末に公開の場で処刑が行われました。ですから拷問具や処刑具は、市民
の日常生活にいつも恐怖の影を落としていたといえます。
　展示する拷問具は、イタリアのフィレンツェ近郊の小さな町サンジミニャーノにある中
世犯罪博物館から空輸します。中世犯罪博物館は、人類の平等と平和を心から願う市井の
人々によって設立されました。同館では、15～18世紀にわたりヨーロッパで実際に使用さ
れた拷問具や処刑具あるいはその精巧なレプリカ、関連図書、絵画などを収集保存してい
ます。拷問の廃絶を求める彼らの情熱は、驚くべき早さで世界各地に広がり、1983年フィ
レンツェを皮切りに欧州各地を巡回した展覧会はセンセーションを巻き起こし、多くの観
客を集めました。1996年には大西洋を渡り、メキシコシティでの展覧会は100万人を超える
観客を記録したと伝えられています。
　約200点の展示品を積んだジェット機が新東京国際空港に着陸する前に、数点だけ紹介し
ておきましょう。
　ニュルンベルクの「鉄の処女」（15世紀原型の複製）は、内側が空洞になった鉄製の巨大
な女性像ですが、じつは中世ドイツで用いられた死刑具。人を中に入れて立たせたまま扉
を閉めると、内側に取り付けた鋭い針が全身を刺し貫くように考案されていました（明治
大学刑事博物館でも昭和初期の複製を保管しています）。
　「審問いす」（17世紀原型の復元、イタリア）は、宗教裁判でもっとも頻繁に使われた拷
問具。座席に付いた鉄の針を火で熱しておいて座らせました。
　「さらし刑の樽」（18世紀、オーストリア）は、常習的な大酒飲みのこらしめに用いられ、
汚物や汚水を溜めておいた樽を逆さにかぶせ、重りを釣り下げて肩に激痛を与えながら、
公衆の面前を引き回してはずかしめました。
　このほか形状や大小のさまざまな拷問具や処刑具、それらの使用法や拷問の光景を壮絶
に描いた絵画などが、アジアでは初めて明治大学刑事博物館に大集合します。
（3）知って欲しい人権の歴史
　展覧会場は、開かれた大学・明治、白雲なびく駿河台の大学会館一。スポットライト
に照らし出された拷問具の影にこそ、人権の暗黒史が潜んでいます。拷問具の数々は、権
利自由の抑圧の凄絶さを物語ります。「ノーモア・拷問」を訴える声なき『声』にどうか耳
を傾けて下さい。ヨーロッパ拷問の歴史を知って、明治大学校歌に謳われるように「正義
の鐘」を打ち鳴らす「健児の意気」を育んで下さい。
　1881（明治14）年「独立自治の旗」をかざして建学以来116年め、まもなく創立70周年を
迎える明治大学刑事博物館で、いよいよ人権の躁躍とその非人道性を問いかける一大イベ
ントが始動します。
　とおくヨーロッパからはるばるやって来る拷問具たち。
　拷問具の展覧会は、社会史的・文化史的に意義が深く、日本ではまず目にすることがで
きない歴史的遺物です。
　関係者一同は、堂々たる展覧会を実現したい一心で奮闘しています。
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　この特別展が、人権尊重のシンボルとして注目されるかどうか？
　その鍵は、いまホームページをご覧のあなたが握っています。
　皆様の温かいご支援をお願いするとともに、一人でも多くの方のご来場をお待ちしてい
ます。
（4）特別展に行こう
特別展「ヨーロッパ拷問展一人類の権利・自由を考える一」のご案内
　会期　1997年4月12日㈹～10月12日（日）
　会場　明治大学刑事博物館（駿河台・大学会館3階、1階ピロティーの一部）
　開館　月曜～土曜　午前10時～午後7時
　　　　日曜・祝日　午前10時～午後5時
　主催　明治大学刑事博物館　　社団法人フロンティア協会
　　　　中世犯罪博物館（イタリア）
　後援　外務省　文部省　イタリア大使館（以上予定）
　　　　アムネスティ・インターナショナル日本支部
　交通　JR中央線　御茶ノ水駅下車、西口から徒歩5分
　休館　5／11、6／15、7／13、8／11～17、8／31
　料金　大人・大学生　1，000円　　小・中・高校生　500円
　　　　※団体（20名以上）
　　　　　大人・大学生　800円　　小・中・高校生　400円
　　　　※明治大学学生・教職員、博物館友の会会員は500円。
　　　　　明治大学カード会員は800円。
　問合せ先　明治大学博物館事務室　　電話　03－3296－4431・4448
　インターネット　http：／／www．meiji．ac．jp／
（5）特別展　QアンドA
Q：「フロンティア協会」って何ですか？
A：フロンティア協会（本部・千代田区）は、外務省の外郭団体で、国際親善や文化
　交流を目的とする公益法人です。1994年に米国から「スミソニアン博物館　大宝石・
　ミネラル展」を招致し、札幌、秋田、仙台、東京、名古屋、京都、大阪、福岡、沖
縄などの大都市で巡回展を開催して大きな成果を挙げたほか、文化教育事業を中心
　に活動しています。
Q：入場料の優待はないの？
A：あります。大人・大学生は1，000円、高校生以下は500円のところ、明治大学の学
　生・教職員、博物館友の会の会員は500円。明治大学カード会員は800円になります。
　　チケット購入のとき、学生証、職員証、会員証もしくは明治大学カードを提示し
　てください。
Q：特別展の会期中、講演会や催しものは？
A：現在、企画中です。講演会は、各界の専門家や著名人を予定しています。週末に
　は、学芸員によるガイドツアーもあります。詳細はホームページでお知らせします。
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Q：展覧会にかかわる出版は？
A：展覧会図録に準ずる図書を出版します。
　　　　『拷問の歴史　　ヨーロッパ中世犯罪博物館　　』
　　　監修：川端　博（明治大学刑事博物館長）
　　　序論：アルド・ミッリオリー二（イタリア・犯罪学者）
　　　図版　約200点、A5判、上製本、約250ページ。
　　　予価：本体2400円（税別）
　　　1997年6月下旬発売予定。河出書房新社。
また絵はがきや博物館グッズを会場の受付で発売中です。
（明治大学ホームページより）
2　開催までのスケジュール
（1）「ヨーロッパ拷問展」スケジュール案 （1997．1．21現在）
調査 基本計画 実施計画 運営管理体制 広報宣伝 法的手続き
1997●追加資料入手 ●展示構成案（再考 ●展示品確定
1月 →軍司氏 要） ●最終展示品リスト作成　　　●輸送手配
●資料監修依頼 ●組織決定（共催・ ●会場ゾーニング　　　　　　（イタリア手配）
→明治大学 後援） レイアウト
→ブラインドスポ
ット
●女性十人委員会→
打診
●事業予算案→予算
書作成
（外務省提出書類）
2月 ●PR用小パンフ増刷発注 ●広報宣伝プラン ●後援申請
●制作物デザイン ブラインドスポッ 依頼
　　　　　　　　保管場所手配●会場平面図　　　　　　　●チラシ・チケット・
@作成　　　　　　　　ポスター印刷発注　●搬入出　→デザイナー
@　　　　　　●図録制作プラン？　　手配●会場施工　　　　　　　　原稿依頼？　設営手配　　　　　　　●図録編集？？
　ト
恃}体政策
怎vレスリリース制
@作
　外務省
@文部省
@自治省
恟ﾁ防署
@警察署
●パネル・キャプション 申請
等制作発注
3月 　　　　　　　　　　　　　　　●展示品輸送●会場施工　　　　　　　　　　　　　　　　通関●会場設営　　　　　　　　　　　　　　　　搬入 ●運営マニュアル
@作成・スタッフ研
@修
●プレスインタビュ
@ー・内覧会
@招待者リスト作成
●イタリアスタッフ 招待状送付
来日 会場等手配
●プレスインタピュ
一・ 燉莱
4月 ●各種演出・イベン 開催
ト実施（期間中）
（注、本案は社団法人フロンティア協会作成）
（2）「ヨーmッパ拷問展」スケジュール案 （1997．2．26現在）
庶務関係 学芸・展示関係 その他
1997●28会期中職員勤務体制の打ち合 ●20理事会承認
1月 わせ及び特別時差勤務の文書 ●23　フロンティア協会との打ち
提出　　　　　　　（人事部） 合わせ
●28　日・祝日の大学会館の開館に
ついて　　　　　　（総務部）
●28　レセプション会場の確保
（管財部）
2月 ●1　覚書の締結について　（総務 ●　　展示に関する資料名等の監修 ●　　明治大学広報部原稿
部） ●　　展示シナリオ及び展示構成に （広報部）
●27　オープニングレセプション招 関する打ち合わせ ●24展示室解体に関する具体案
待者名簿の作成 ●　　展示図録の作成に関すること 提示　　　　　　（管財部）
●　　案内状印刷　　　　（管財部）
3月 ●8　案内状の発送 ●10～15　展示資料撤去開始 ●17　現展示室の解体工事 ●　　看板設置箇所の交渉
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4月 ●　　招待者数の決定 ●1　展示室の設営工事
（総務部と相談） ●　　展示資料の搬入
●10　オープニング準備 ●11展示解説 ●8　大学会館1階ロビー展示の開●11　オープニングセレモニー・
テープカットの用具設置 始 記者会見・レセプション
（1階ロビー） ●12一般オープン
レセプション会場の設営
（大学会館5階父母センター会
議室）
（注、本案は博物館事務室作成）
3　オープニングセレモニー・レセプションの次第
（1）4月11日㈹　オープニングセレモニー（1Fピロティーにて）
　10：30　受付開始
　10：45関係者（あいさつ、テープカット）集合
　　　　　進行　伊能学芸員
　11：00　開会のことば
　　　　　主催者代表
　　　　　　明治大学側　戸沢学長あいさつ
　　　　　　イタリア側　中世犯罪博物館アルド・ミッリオリー二館長あいさつ
　　　　　展示概要説明　　（伊能学芸員）
　　　　　　1Fと3Fの違いその他
　　　　　テープカット（総　長、学　長、法学部長、館　長、イタリア側代表、渡部理
　　　　　事長）
　　　　　「それでは、展示コーナーへお進み下さい。」
　11：30　展示室へ伊能学芸員　来賓案内
オープニングセレモニー（1997年4月11日）
　11：00（伊能学芸員）皆様大変長らくお待たせ致しました。本日は「白雲なびく駿河台」
の明治大学にお越し頂きまして、本当にありがとうございます。
　ただいまから明治大学刑事博物館、社団法人フロンティア協会ならびにイタリアの中世
犯罪博物館の主催によります「ヨーロッパ拷問展一人類の権利・自由を考える　　」の
オープニングセレモニーを始めさせて頂きます。
　はじめに、主催者であります明治大学を代表致しまして明治大学長の戸沢充則学長から
ご挨拶がございます。それでは戸沢先生よろしくお願い致します。（拍手）
　一（戸沢充則・明治大学長の挨拶）
　ひき続きまして、主催者でありますイタリアの中世犯罪博物館（Museo　Di　Criminologia
Medievale　E　lnquisizione）の館長アルド・ミッリオリー二（Aldo　Migliorini）様からご
挨拶がございます。館長は、イタリアのフィレンツェ近郊の町サンジミニャーノからこの
特別展のためにはるばる来校されました。なお通訳は、スターネット・ミラノ代表の軍司
泰則様にお願い致します。（拍手）
　一（ミッリオリー二館長の挨拶）
　ここで展覧会場につきまして、あらかじめご案内致します。まずこのフロアの奥には、
プロローグ（導入）として若干の展示エリアが設けられています。このコーナーは、どな
たにもご自由にご覧頂ける開かれたスペースです。初めてアジアにもたらされたヨーロッ
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パの拷問器具をご覧になって、人権の暗黒史に関心をもたれた方は、3階の本会場・明治
大学刑事博物館へどうぞお進み下さい。3階で中心展示をおこなっております。
　それでは、本日から6か月間におよぶ特別展覧会の前途を祝しまして、テープカットを
行います。まことに恐縮ですが、学校法人明治大学役員ならびに主催者側の代表者の皆様
におかれましては、所定の位置に移動をお願い致します。また報道・取材関係の皆様は、
これからくり広げられます歴史的瞬間を逃しませんように前へお進み下さい。
　あらためてテープカットの皆様をご紹介致
します。むかって中央の左側は、学校法人明
治大学総長の栗田健総長です。中央の右側は、
明治大学長の戸沢充則学長です。お隣は、明
治大学法学部長の三枝一雄学部長です。むか
って左側は、明治大学刑事博物館長の川端博
館長です。むかって右側からお二人めは、イ
タリア中世犯罪博物館長のアルド・ミッリオ
リー二館長です。そして最後になりましたが、
「ヨーロッパ拷問展」プロデューサーで社団法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ヨーロッパ拷問展」テープカット風景
人フロンティア協会理事長の渡部高揚理事長です。それではお待たせ致しました。合図に
より皆様おそろいでテープカットをお願い致します。ご来場の皆様には、万雷の拍手をお
願い致します。
　　　（テープカット。拍手）
　どうもありがとうございました。これをもちまして「ヨーロッパ拷問展　　人類の権利・
自由を考える一」は、つつがなく開幕致しました。皆様どうかご自由に展示コーナーを
ご観覧下さい。
（2）レセプション
　12：00　誘導（3F→5Fへ）
　12：15会場（5F）
　　　　　進行　伊能学芸員
　12：30栗田総長あいさつ
　　　　　川端館長あいさつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3分）
　　　　　　（本展の開幕にあたっての意義について）
　　　　　渡部プロデューサーあいさつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2分）
　　　　　　（世界における日本の位置に関して）
　　　　　イタリア側代表あいさつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3分）
　　　　　　（本展の開幕にあたって）通訳付
　　　　　岡村理事長、祝杯の発声
　12：45　歓談
　13：00　各新聞社　展示室へ案内
　14：00終了（予定）
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レセプション（明治大学大学会館5階）
　12：30（伊能学芸員）皆様大変長らくお待たせ致しました。ただいまから「ヨーロッパ
拷問展一人類の権利・自由を考える一」のレセプションを始めさせて頂きます。
　はじめに学校法人明治大学総長の栗田健総長からご挨拶がございます。それでは栗田先
生よろしくお願い致します。（拍手）
　　　（栗田総長の挨拶）
　ひき続きまして明治大学刑事博物館長の川端博館長から、この特別展の開催の意義など
についてお話がございます。なお各方面からご要望がございまして、館長には5分ないし
は7分間お話し頂く予定です。そこでお疲れの皆様には最寄のいすをご利用頂きながら、
しばらくの間ご静聴をお願い申し上げます。それでは川端先生よろしくお願い致します。
　一（川端館長の話）
デ讐三遍齢謬驚轟難羅
部高揚理事長から、世界における日本の位置
などについてお話がございます。なお各方面
からご要望がございまして、プロデューサー
にも5分ないしは7分お話し頂く予定ですの
で、ご静聴をお願い申し上げます。それでは
渡部先生よろしくお願い致します。（拍手）
　　　（渡部理事長の話）　　　　　　　　　　雛
　ひき続きまして、イタリアの中世犯罪博物
館長のアルド・ミッリオリー二館長からご挨
拶がございます。なお通訳は、社団法人フロ
ンティア協会キューレターの林容子様にお願　’
い致します。（拍手）
　一（ミッリオリー二館長の挨拶）
　それでは、いよいよ祝杯を挙げて頂きたい
と存じます。祝杯のこ発声は、学校法人明治
大学理事長の岡村了一理事長でございます。
ひとことお言葉を賜りましたのちに、ご発声
にあわせて祝杯を挙げて頂きたいと存じます。
それでは岡村先生よろしくお願い致します。（拍手）
　一（岡村理事長のお言葉と祝杯）
社団法人フロンティア協会　渡部理事長
イタリア中世犯罪博物館　ミッリオリー二館長
どうもありがとうございました。それではご自由にご歓談下さいませ。
13：00（3階本会場で学芸員によるプレス関係者への展示案内）
人類の権利・自由を考え「ヨーロッパ拷問展」開幕
　中世後期から近代にかけてヨーロッパの刑事裁判や宗教裁判などで実際に使用されてい
た拷問・処刑器具を集めた「ヨーロッパ拷問展一人類の権利・自由を考える　　」が4
月12日から駿河台校舎・大学会館内の明大刑事博物館で一般公開されており、連日多くの
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来館者で賑わっている。
　開幕前日の11日には、オープニングセレモニーとレセプションが開かれた。午前11時か
ら大学会館1階で行われたセレモニーでは、主催者側を代表して明大の戸沢学長とイタリ
ア・中世犯罪博物館のアルド・ミッリオリー二館長が挨拶。続いて明大刑事博物館の伊能
学芸員から展示概要の説明があり、関係者によりテープカットが行われた。
　午後から開かれたレセプションには、大学・マスコミ関係者らが多数列席。この中で川
端刑事博物館長が、同展を明大で開催する意義について「歴史の影の部分にも目を向ける
勇気をもつ必要がある」「人権、自由の大切さを考える良い機会となることを期待したい」
と述べた。続いて同展プロデューサーの渡部氏が挨拶。テーマの重さなどから国内150カ所
以上の博物館等から開催拒否を受けた経緯について触れ「同展が今日明大で実現できたこ
とは夢のようだ」と謝辞を述べ、「平和な世界も『人権』が守られてこそ確立出来る、一人
でも多くの人にこの展覧会を見ていただきたい」と訴えた。
　同展覧会は10月12日まで行われる（5月10・17日には講演会も予定）。開催時間は月曜か
ら土曜までが午前10時～午後7時、日曜・祝日が午前10時～午後5時まで。観覧料は大人・
大学生が1000円で小中高生は500円（各種割引制度有り）。※お問い合わせは明大博物館事
務室（fto3－3296－4431）まで。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『明治大学広報』第416号より引用）
4
訪問日
訪問者
イタリア共和国大使の表敬訪問
訪問目的
1997年4月30日困午後3時一午後4時30分（予定）
①J．ドミネド閣下　イタリア特命全権大使
②G．クートロ　　　イタリア大使館　文化担当官
③太田　利彦　　　社団法人フロンティア協会　常務理事
④佐久間　珠理　　社団法人フロンティア協会
・明治大学長への表敬訪問
・「ヨーロッパ拷問展」開催・運営に関する協力協議
・イタリア・日本両国の文化・学術交流全般に関わる意見交換
・その他
大学側会合者
　　　　　①戸沢
　　　　　②川端
　　　　　③小林
　　　　　④刀根
　　　　　⑤荒井
　　　　　⑥パワーズ
　　　　　⑦熊野
　　　　　⑧伊能
　　　　　⑨狩野
スケジュール
　　　　　午後3時
???????
博物館事務室
刑事博物館
教授
学長
刑事博物館長
考古学博物館長
商品陳列館長
国際交流センター所長
国際交流センター副所長
　　　事務長
　　学芸員
教務担当理事
明治大学到着
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午後3時一午後3時30分　　学長との会合
午後3時30分一午後4時30分　　「ヨーロッパ拷問展」見学
午後4時30分（予定）　　明治大学出発
伊・ドミネド大使が「ヨーロッパ拷問展」を視察・表敬訪問
　4月30日、駿河台校舎大学会館で開催中の
「ヨーロッパ拷問展」に、イタリアのジョバン
ニ・ドミネド特命全権大使が来館、あわせて
学長への表敬訪問を行なった。
　午後3時、ドミネド大使とイタリア大使館
のクートロ文化担当官が大学会館に到着、同
会館の7階会議室で戸沢学長らの歓迎を受け
た。
　この表敬訪問の席には明治大学から、学長、
狩野教務理事、川端刑事博物館長、小林考古 イタリア大使館　Jドミネド大使
学博物館長、荒井国際交流センター所長、パワーズ国際交流センター副所長および、博物
館事務室の熊野事務長と伊能学芸員が出席した。また、フロンティア協会からも太田常務
理事、佐久間職員が同席した。
　会はパワーズ副所長の通訳で進められ、最初に戸沢学長が挨拶、これを機会にイタリア
と明治大学との交流がますます発展することを希望すると述べ、他の大学側出席者からも
それぞれ、大使への歓迎の意とヨーロッパ拷問展開催の意義などが述べられた。
　これを受けてドミネド大使は、ヨーロッパ拷問展を開催した明治大学へ敬意を表すとと
もに、今後も文化・学術の全般にわたって交流を深めたいと挨拶した。
　会合の後、大使はヨーロッパ拷問展会場に赴き、係員の説明に耳を傾けながら、丹念に
視察を行なった。
　ヨーロッパ拷問展は、4月12日から明治大学刑事博物館・社団法人フロンティア協会・
中世犯罪博物館（イタリア、サンジミニャーノ）の主催、外務省・文部省・イタリア大使
館等の後援で開催されている。
　会場は駿河台校舎大学会館の明治大学刑事博物館。会期は10月12日までとなっている。
開館時間・休館日など詳細については、明治大学博物館事務室（fieo3－3296－4431）まで。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『明治大学広報』第417号より引用）
5　『拷問の歴史一ヨーロッパ中世犯罪博物館一』の出版協力
　アジア初の特別展覧会「ヨーロッパ拷問展　　人類の権利・自由を考える　　」（会期12
月14日まで）は大きな話題となり、会場の刑事博物館は、連日大勢の入場者でにぎわって
います。この展覧会の模様や中世ヨーロッパで実際に使われた拷問・処刑器具の数々は、
すでに民放テレビの全局をはじめ、NHK「新日曜美術館」や週刊漫画雑誌などでも紹介さ
れました。
　この間、多くの見学者の皆様から「カタログが欲しい」との強い要望がありました。こ
のたび展覧会図録にあたる図書として『拷問の歴史』が完成しました。本書は、昨年メキ
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シコ・シティで開催され百万人の観客を集めた展覧会のカタログおよび今回の特別展用の
テキストをべ一スに、図版と解説を再編集するとともに、若干の図版と索引を加えて構成
したものです。
　近年は拷問や死刑を題材とした出版があいついでおり、さながら世紀末は拷問・処刑ブ
ームの観があります。しかし本書のように写真・図版あわせて250点をおさめた本格的な図
録は、ほかに類を見ません。この点で本書は、高い啓蒙的かつ学術的価値を持っています。
人類の歴史の影にひそむ拷問の残虐性や人権の尊重について考える糧として、一読をお勧
めします。（川端　博監修、河出書房新社、A5判　本体価格2，200円）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『明治大学広報』第420号拙稿より）
6　「ヨーロッパ拷問展」の特別会期延長
　このことについて、後掲（1）のとおり願い（博物館事務室作成）を博物館事務長から明治
大学長に提出して学校法人明治大学理事会の承認を得た。そして（2）のとおり通知（同上）
を博物館事務長名で各方面に発送して、特別会期延長を周知した。
（1）「ヨーnッパ拷問展」の会期延長にっいて（願い・1997年10月13日付）
　4月12日から開催されていました「ヨーロッパ拷問展」は、盛況のうちにも10月12日を
もって閉幕しました。会期中の総入館者数は、約45，700人（10月12日現在）にも達してい
ます。通年は、年間17，000人前後の入館者数ですので、この半年間の入場者数45，700人は
きわめて多いということができます。
　展覧会の会期中には、テレビや新聞、多くの雑誌などで積極的に取り上げられ、しかも
そのほとんどは非常に好意的な内容の記事でした。それらの報道の効果は閉幕に近づくに
つれて現われはじめ、入館者数は一層増加し、とりわけ10月11日には991人の期間中で最高
の入場者数を記録しました。一日の入館者が991人ということは、刑事博物館の展示室の面
積からすると、一日中観覧者が途切れない状況です。
　このような状況に鑑みて、10月6日に社団法人フロンティア協会の渡部高揚理事長が、
閉幕にあたって御礼のご挨拶に来校されました。
　当日はちょうど常勤理事会の開催日であり、その終了時刻に合わせて岡村理事長をはじ
め常勤理事の各位とご挨拶を交わしました。
　その後に、戸沢学長と渡部理事長との懇談のなかで、渡部理事長から下記の理由で会期
を延長していただくことが可能であるかどうかの打診がありましたので、あらためて会期
延長が可能かどうかお伺いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
1．共催者　フロンティア協会側の理由
　（1）10月12日現在で45，663人の入館者を迎え、刑事博物館としてはかつてない数字を記録
　しているが、フロンティア協会としては諸外国における本展覧会の観覧者数と比較して、
　少なくとも50，000人以上の入館者を目標としたい。
　（2）閉幕が近づくにつれて、土曜日・日曜日の展示室はきわめて混雑しており、十分に観
　覧できなかったり、入館をあきらめる人も出始めている。
　（3）フロンティア協会は、現在関西地区の大学博物館に対して展覧会の開催を交渉中であ
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　るが、具体的な結論はまだ出されていない。決定するまでには、まだ多少の時間を要す
　ると思われるので、それまでの間（約2か月間）これらの資料を倉庫の中に眠らせてお
　くよりも、展示して活用を図りたい。
　（4）閉幕が近づくにつれて、開催期間や展示内容についての照会、会期延長の要望、次の
　開催予定地はどこかという質問など問い合わせ電話の件数が一層増加しており、それら
　一般市民の声を無視できない状況にある。
　（5）我が国では再び開催することが不可能な展覧会であるので、この際により多くの人々
　に観覧して欲しい。
2．刑事博物館側の理由
　（1）フロンティア協会から打診された年内の会期延長にっいては、事務室としては、とく
　に支障はない。
　（2）今後の学内行事として「駿台祭」「受験相談会」が予定されるとともに、他大学からの
　見学実習などの申し込みがあり、これらに対応するためにも会期を延長することが望ま
　しい。
　（3）11月に開催される考古学博物館特別展「南関東の弥生土器」、商品陳列館特別展「馬」
　などの展覧会と合わせて、各館の入館者数アップに相乗効果を期待することができる。
　（4）今秋に予測される地方からの修学旅行生に、見学の場を提供できる。
　（5）「ヨーロッパ拷問展」の終了後に予定される復旧工事および再改修工事は、来年1～3
　月に行い、新学期から新しい展示としてお披露目したい。
　（6）B地区に「生涯教育センター（仮称）」の建設を要望しているが、その礎を築くととも
　に、一人でも多くの市民に大学博物館を活用していただくためにも、会期延長が望まし
　いo
　（7）大学側は、会期延長に伴う費用の支出はない。
　（付記）フロンティア協会は、会期の延長が可能であれば12月14日（日）までの延長を希望し
　ています。大学会館1階ピロティー部分の展示については、支障が生ずるならば展示替
　えを考慮したい、開館時間については10時～17時までの通常の勤務時間で対応したいな
　どの打診が届いております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
（2）「ヨーロッパ拷問展」の会期延長について（お知らせ・1997年10月14日）
拝啓　秋涼の候、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。
　平素は、明治大学博物館の運営につきまして種々ご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。
　さて明治大学刑事博物館で開催した「ヨーロッパ拷問展」は、10月12日に閉幕致しまし
たが、ご好評により下記のとおり会期を延長することになりました。
　よろしくご指導ご鞭捷を賜りますようお願い申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
1．延長会期
2．開館時間
　　　　　　　　　　記
10月18日㈹～12月14日（日）
会期中　無休
午前10時～午後5時
以上
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7　「ヨーロッパ拷問展」を終えて
　明治大学刑事博物館で開催した特別展覧会「ヨーUッパ拷問展一人類の権利・自由を
考える一」が、去る12月14日好評のうちに閉幕した。同展は、中世後期から近世にわた
りヨーロッパ各地で使われた拷問具や処刑具を展示し、その非人道性を伝え人権の尊重を
訴えるために1983年フィレンツェを皮切りにヨーロッパ5か国とメキシコを巡回し各地で
センセーションを巻き起こした国際的な展覧会で、アジアで初めて本学が会場となった。
96年9月外務省認可の公益法人・社団法人フロンティア協会から博物館事務室が日本での
開催に協力を求められて準備を進め、97年1月理事会の承認を受ける際、戸沢学長から本
学建学の精神である「権利自由」をテーマに盛り込むことが提案されタイトルが決定した。
4月にイタリアのサンジミニャーノにある中世犯罪博物館から資料を移送して展示を完成
し、4月11日来賓によるテープカットと招待者や報道関係者への内覧会を行い、翌日から
駿河台の大学会館1階ピロティと3階の刑事博物館で実物資料97点と図版63点を一般公開
した。4月30日にはジョヴァンニ・ドミネド駐日イタリア大使一行が本学を表敬訪問し、
イタリア・日本両国の文化・学術の交流について戸沢学長らと懇談したのち展覧会を視察
した。会期中、作家の桐生操氏、弁護士の五十嵐二葉氏など著名人による講演、川端刑事
博物館長と森洋子・理工学部教授による『拷問の歴史』出版記念講演会のほか、伊能学芸
員のギャラリートークなどの催しが行われた。当初会期は10月12日までだったが、一般市
民から会期延長の要望があり、12月14日まで延長した。232日間の入館者は5万3600名余に
上った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『明治大学広報』第430号拙稿より）
8　「ヨーロッパ拷問展」あれこれ
《展示品は拷問の生き証人》
　駿河台の明治大学刑事博物館で開催された「ヨーロッパ拷問展」は、アジアでは初めて
の特別展覧会だった。拷問は、犯罪の疑いある者や被告人等に対し、自白を得るために暴
行などの肉体的苦痛を与えることである。古くはローマ法や唐の律令にも、罪人を拷問す
る規定があった。中世後期から近世（15～18世紀）のヨーロッパ社会では、訴えがなくて
も裁判所や教会が職権で裁判でき、自白の強要や拷問が許されるなど、裁判官や宗教審問
官の権限が広い糾問主義的な訴訟が行われていた。そこでは拷問具や処刑具は、民衆の日
常生活にいっも恐怖の影を落としていた。展示した拷問・処刑器具やその光景を描いた図
版は、かつて行われた拷問の「生き証人」たちである。
《拷問廃止は人類永遠のテーマ》
　残虐非道な拷問を目的別に分類すると、①異端者への宗教審問、②社会的弱者への支配、
③懲罰としての処刑、④背徳的な快楽の追求の4つとなる。国際的な人権擁護組織アムネ
スティ・インターナショナルによると政治思想・民族・宗教・人権・性等の違いに基づき、
現在75か国で非人道的な拷問、残虐な処刑が行われているという。拷問は今だに根絶され
ず、拷問廃止と人権の尊重こそ人類の永遠のテーマといえる。ちなみに宗教審問での拷問
を図式化すれば、審問官の指示で拷問する刑吏、犠牲となる異端者、および最期の公開処
刑を見物する一般公衆という三者で表現できる。奇しくもいま社会問題化している「いじ
め」も、いじめる強者、いじめられる弱者、およびそれを見つつ許容する周囲の人々とい
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う三者に図式化できる。ここに宗教審問といじめとの類似性を見いだして不気味に感ずる
のは、私だけではなかろう。
　この展覧会が、人間の心の奥底に潜む残虐性について眼を向けて頂く契機となったなら
ば望外の喜びである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『武蔵大学学芸員課程報告書』第9号拙稿より）
9　刑事博物館展示室の休室
　「ヨーロッパ拷問展　　人類の権利・自由を考える一」の閉幕後、下記のとおり展示室
を休室いたします。
　ご迷惑をおかけしますが、よろしくご了承ください。
　　　休室期間　　1997年12月15日（日）～1998年3月25日㈱
　　　再オープン　1998年3月26日㈲　明治大学卒業式の日
　　　新　展　示　　「道具で知る江戸の捕りもの・拷問・刑罰の世界」（予告）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（「展示室休室のお知らせ」より）
第3　博物館入門講座「『万葉集J事始め一はじめての万葉体験一」の開講
（1）『万葉集』と私たち
　『万葉集』は、日本最古の歌集です。成立は、奈良時代末期の770年から782年頃で、大伴
家持の手で全20巻に編まれたと推定されています。
　『万葉集』の書名は、「万世まで伝われ」と祈りをこめて名づけたとか、「万の言の葉の集」
を意味するといわれます。
　収録作品は、『国歌大観』によると4516首にのぼります。内容は約4200首の短歌のほか、
長歌、5・7・7・5・7・7の6句からなる旋頭歌など、さまざまな歌体を含んでいます。
　作品の年代は、実質的には静明天皇の国見歌に始まり、天平宝字3（759）年の大伴家持
の歌までの約130年間を中心としますが、伝承歌も含めればおよそ400年の長きにわたりま
す。
　作者は、皇族、貴族や官人だけでなく、兵士や名もない庶民まで幅広い階層にわたって
います。代表的な歌人としては、額田王、柿本人麻呂、山部赤人、高橋虫麻呂、大伴旅人、
山上憶良そして大伴家持などが有名です。
　歌われた地域も近畿を中心にしながら、ほぼ日本全土に及んでいます。
　それらの作風は、素朴な感情を率直に表現しながら格調高く、私たちの心に触れる優れ
た作品が数多く残されています。
　『万葉集』は人間性豊かな古典文学として、今日でも広く親しまれています。
　それだけではなく、古代の社会や民俗を知るためにも、きわめて重要な文献とされてい
ます。
（2購座へのお誘い
　この入門講座では、このような『万葉集』にはじめて入門してみようという皆様とごい
っしょに学んで行きたいと存じます。
　『万葉集』には、古代人の衣・食・住の生活、風俗、習慣、法制度などについて、多岐に
わたる内容が含まれています。
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　そこでこのような記事について、考古学、
歴史学、法史学、民俗学などのさまざまな視
点からなるべく実物資料ないしは関連資料を
示しながら、皆様とともに考え、読み解くこ
とを試みます。
　このように多彩な学問分野から、『万葉集』
の世界についてご理解を深めていただくとと
もに、さまざまな万葉秀歌に親しんでいただ
くことが、この講座のねらいです。
　10回の講座を通して、『万葉集』への知的冒
険の旅を楽しんでいただければ幸いに存じます。
「「万葉集」事始め」参加者の皆さん
（同上講座の総合レジュメより）
第4　博物館実習生の受託と指導
　本学・創価大学・武蔵大学・川村学園女子大学・大妻女子大学から実務実習生を受託し
て指導した。また見学実習として関西大学・創価大学・武蔵大学・大妻女子大学の学生に
本館の概要などについて説明した。すべてボランティア事業である。詳細は、事業報告を
参照されたい。
第5　明治大学記念館前遺跡の埋蔵文化財発掘調査への協力
《文献から見た記念館前遺跡の住人たち》
　明治大学校歌に「白雲なびく」と謳われる駿河台の地は、かつて徳川家康に仕えた駿河
衆が屋敷を与えられ、将軍直参の旗本が住む街だった。
　本学のシンボル的建物だった記念館と1号館の敷地（A地区南側）には、幕末まで約200
年間、中坊（なかのぼう）氏の1690坪余りの屋敷があった。中坊氏は、室町時代に足利将
軍家に仕えた古い系譜を持つ武家である。安土桃山時代は、中坊秀祐が大和郡山の武将筒
井順慶に属した。順慶といえば、天正10年（1582）6月本能寺の変のあと羽柴秀吉と明智
光秀が争った山崎の戦で、京と大坂の境にある洞が峠に陣取りどちらか優勢な方に味方し
ようと形勢をうかがったという故事に基づき、日和見の代名詞として「洞が峠の順慶」の
ことわざを生んだので著名である。秀祐は、慶長7年（1602）はじめて徳川家康に召しだ
され、大和国吉野郡に3500石の領地を賜った。秀祐の子秀政は、慶長19年（1614）10月大
坂冬の陣および翌元和元年4月夏の陣で家康の身近に仕え功績があった。その後、天和2
年（1682）秀時が5代将軍綱吉から新たに上野国、下野国に500石を賜りあわせて4000石の
所領を持つ大身の旗本となった。その一族は延宝年間（1673～80）以降、A地区の南側に居
住し、奈良奉行、駿府町奉行、日光奉行などの遠国奉行を輩出した。宝永6年（1709）3
月秀広は、江戸の治安を守る特別警察である火付盗賊改に任命されている。また広風は、
天保15年（1844）8月から翌弘化2年3月の間、勘定奉行に就任している。ちなみに中坊
氏の家臣が俳譜の松尾芭蕉と親戚だった縁で、江戸に来たばかりの芭蕉（当時は「桃青」
と号した）が、中坊屋敷内の蔵に身を寄せた時期があり、それにちなんでその蔵はのちに
「芭蕉蔵」と呼ばれた。旗本屋敷の絵図面が残る例は少ない。中坊家の屋敷絵図は、奇しく
49
も本学と向かい合わせに立地するお茶の水図書館の成貸堂文庫（徳富蘇峰が収集した貴重
な古典籍・古文書の一大コレクション）に保管されていたため、文献と考古学の両面から
屋敷の構造を解明することが可能となった。
　A地区北側は、慶応元年（1865）ころ亀井与一郎（500石、三省堂書店創業者の父）・大久
保嘉左衛門（300俵）・溝口五左衛門（300俵）の屋敷があった。亀井、大久保、溝口氏の屋
敷は、大学会館脇の急坂（江戸時代は胸突坂、今は吉郎坂と呼ぶ）に接して、ひな壇状に
建てられていた。明治16年（1883）頃になると駿河台校地の全域は、軍人として著名な小
松宮彰仁親王（1846年生～1903年没、宮家は一代で廃絶し侯爵小松家が祭祀継承。）の広壮
な御用邸として利用されていた。明治法律学校が現在地に移転するのは、明治44年10月の
ことである。
。畑
図「中坊文書　旗本中坊氏屋敷絵図」（元禄・1688～1703年間）
　当時の街路（現在の明大通り）は道幅7メートル余り。この通り沿いに梁行2間、庇1
間、二階造りの表長屋が建てられ、家臣が居住していた。その内側に、当主と家族の居住
する母屋があり、客を迎える書院や料理の間、台所など日常の生活空間が広がっていた。
中央やや上方にある長方形に「塗貫　弐間二五間」と注記されたのが芭蕉蔵である。原図
は、お茶の水図書館・成貰堂文庫所蔵。トレース図は、『調査概報』より転載。
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（『江戸駿河台の旗本屋敷　明治大学記念館前遺跡埋蔵文化財調査概報』所収拙稿より）
第6　『博物館学事典』の執筆協力とブックレビュー
　生活水準の向上や高齢化社会の本格化を背景として、余暇の活用や生き甲斐を求めて生
涯学習へのニーズが高まる中で、博物館、美術館、水族館あるいは植物園（以下、単に「博
物館」という。）は、市民の生涯学習を支える中心的な機関として欠くことのできない存在
となりました。博物館に対する市民の要求は、ますます高くそして強くなりつつあります。
　市民は博物館になにを求め、何を期待しているのでしょうか。
　博物館では、人類とその文化や社会、および自然にかかわる具体的な資料を収集し、保
存しています。そして科学的な調査研究によって資料の価値を見出し、それらの資料を公
開・展示して、ひろく教育普及に努めるのが、博物館の役割です。博物館は、いわば我々
の祖先が創りあげた社会的・文化的な装置ということができます。
　さて一般にはなじみの薄い言葉かもしれませんが、「博物館学」という学問があるのをご
存じですか。社会教育ないしは生涯学習のための機関である博物館に関する総合科学を、
「博物館学」と呼んでいます。利用者のさまざまなニーズに応えながら博物館をさらに発展
させるためには、博物館に関する総合的科学である「博物館学」を一層深く研究する必要
があります。博物館に対する期待が高まると同時に、博物館を総合的に科学する博物館学
への期待もきわめて強くなっています。
　ところで学問の進歩は、事典（辞典）とともにあると言われながら、博物館学について
の本格的な事典は、以外にも皆無でした。そこで明治大学博物館、明治大学学芸員養成課
程ならびに東京大学美術博物館の専門家がともに語らい企画を練って、500ページを超える
初の本格的事典を編集しました。それが、『博物館学事典』です。監修は前・明治大学教授
の倉田公裕氏、編集は石渡美江・熊野正也・松浦淳子・矢島國雄の4氏が行いました。本
体価格12，000円という額は、ポケットマネーには少々負担かもしれません。けれども図版
も豊富で、本邦初のこの事典の内容は、博物館・図書館・研究機関・博物館職員はもとよ
り、博物館学を学ぼうとする学生のみなさんにとっても利用価値の高い、本格的な事典と
なっています。
　また本書では、博物館界の第一線で活躍する明治大学OBの学芸員等を中心に、各分野の
研究者がそれぞれ健筆をふるっています。まさに明治法律学校設立の趣旨に掲げる「同心
協力」の産物ともいうべき本書をひろく推奨する次第です。B5判、512頁、図版多数、1996
年9月刊、東京堂出版。
　　　　　　　（『明治大学学園だより』第255号・『明治大学広報』第414号拙稿を補訂）
第7　『明治大学刑事博物館目録』第59号（展覧会図録目録）の発行
　この目録には、本館が所蔵する展覧会図録や資料図録等約1，030タイトルを載録しました。
本館は、従来から全国津々浦々の博物館等から多種多量の図録類の寄贈を受けております。
そこで寄贈者のご厚意に応えるとともに、ひろく閲覧に供するため、目録の編集を計画し
ていました。このたび熱心で献身的な協力者を得てようやく発行が実現しました。本館独
自の調査研究用ツールが、こうしてまた一つ増えたことに深い喜びを禁じ得ません。目録
の発行にあたり、資料を寄贈してくださいました各位にあらためて心からお礼を申し上げ
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ます。
　この目録によって本館所蔵の図録類が、より早く、よりひろく、より簡単に活用してい
ただけることを願ってやみません。本館の微意をおくみ取り頂き、記載の不備等につきま
して博雅の各位から温かいご批正ご鞭捷を賜れば幸いに存じます。目録の制作は、嘱託学
芸員の福田香織君が整理・登録および原稿作成の万端を担当しました。その準備段階で、
本館が受託した博物館実務実習生で川村学園女子大学の遠藤知子君に手を煩わせ、整理に
協力していただきました。ここに記して感謝の意を表したいと存じます。
　おわりに本館所蔵資料の自録などの出版物は、実費で購入できます。
　出版物の内容や販売時間帯、郵送による購入等についての詳細は、明治大学博物館事務
室までお問い合わせください。　　　　　　　　　　　　　　　（同上目録編集後記より）
第8　『内藤家文書増補・追加目録』第6号（内藤家文書筆写史料目録）の発行
　「白雲なびく駿河台」の明治大学は、明治14年（1881）1月「権利自由、独立自治」を旗
印に明治法律学校として誕生し、本年で117年目を迎えました。
　明治大学刑事博物館は、昭和4年（1929）4月、学生の実物教育を目的として大学が設
置した歴史博物館です。創設の理念は、刑事法制を学ぶ学生ないしは一般公衆に対して、
実物ないしは模型をもって教育することにありました。最初の施設は、明治大学駿河台校
舎に立地した記念館5階に開設され、刑事参考資料の収集および展示を行いました。開設
準備および創設期の資料収集の事業は、法学部教授の大谷美隆博士（初代館長）を中心と
し、日本近代史研究の尾佐竹猛博士、民俗学の藤澤衛彦教授などから構成される刑事博物
館委員会の諸教員によって進められました。
　しかし第二次世界大戦の勃発により博物館事業は停滞し、昭和20年（1945）8月の敗戦
により業務はまったく停止状態となりました。
　戦後まもなく政府は社会教育法制の整備を進め、昭和24年（1949）6月に社会教育法（法
律第207号）が施行され、その第9条において「博物館は、社会教育のための機関とする。」
と明記されました。そして社会教育法の精神に基づき昭和26年（1951）12月、博物館の設
置及び運営に関して必要な事項を定めた博物館法（法律第285号）が公布されました。同法
は、博物館の健全な発達を図り、もって国民の教育、学術及び文化の発展に寄与すること
を目的とした立法措置でした。
　この間、本大学では昭和25年（1950）頃から、昭和27年が創立70周年に当たるのを契機
として本館の再興が計画されました。昭和26年（1951）4月、法学部教授の島田正郎博士
（第2代館長、のち明治大学総長）の指導のもとに資料収集の範囲を拡大し、新たに近世法
律文書および明治法制関係資料の収集を開始しました。そしておもに大学近辺にある神田
古書店街などから、一村単位の大量の村落史料（地方文書）を収集（購入）し、これらを
逐次整理し収蔵するようになりました。
　その後、昭和30年（1955）2月、博物館法附則第4項及び第6項の規定に基づき、本館
は博物館相当施設に指定されました（文部省告示第5号）。さらに同年12月、博物館法第29
条の規定に基づき、本館はふたたび博物館相当施設に指定されました（同第108号）。
　東洋法史の研究で知られる島田館長は、四半世紀の長きにわたり本館の活動を指導され、
昭和51年（1976）3月に退任されました。かわって4月に法学部教授の鍋田一博士（日本
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法史専攻、のち明治大学短期大学長）が新館長に就任されました。前館長とともに本館の
再興にかかわった鍋田館長は、近世法律文書および明治期法制関係資料の収集方針を継承
されました。両館長のもとで実務を担当されたのは、茎田佳寿子学芸員（広島修道大学教
授、法学博士、日本法史専攻）、神崎彰利学芸員（のち初代博物館事務長、相模原市立博物
館長、日本近世史専攻）でした。また茎田氏の退職後、佐藤邦憲氏（日本大学法学部助教
授、東洋法史専攻）が短期間在職されました。
　創設以来、今日まで69年の星霜を閲する間、本館は4たび所在地の移転を余儀なくされ
ながら、歴代の館長や学芸員は資料保存機関として一層の充実を図って努力を重ねました。
戦後の本館は博物館事業のあり方に深い見識を有する両館長ならびに茎田、神崎両学芸員
の尽力によって飛躍的に保管資料数を増大させ、全国でも有数の大学博物館として成長を
遂げました。
　昭和60年（1985）創立百周年記念事業の一環として明治大学創立百周年記念大学会館が
竣工した際、本館は大学会館3・4階に移転し、11月13日に新規開館して現在に至ってい
ます。1998年1月現在、資料総数は20万3，543点を数え、その内容も「ギロチン」「ニュル
ンベルクの鉄の処女」などの刑事参考資料、江戸時代の古文書、明治期記録、器物・絵画・
写真、古典籍、錦絵、高札、鑑札など多種多様な構成となっています。とくに古文書のコ
レクションでは、東北地方から九州地方にわたる全国津々浦々の地方文書や譜代大名で陸
奥国磐城平藩・日向国延岡藩7万石の「内藤家文書」が知られています。
　「刑事博物館」の館名を持つ博物館は、我が国では本館が唯一の存在です。例年260日な
いし270日間開館し、生涯学習・教育のための機関として一般に公開されていますので、展
示室の観覧や資料の利用を希望される方は、どなたでも見学したり資料を閲覧することが
できます。最近は、全国各地からの修学旅行生や各種団体など160団体以上が訪れ、入館者
数は1万2700名余り（1996年度）にのぼっています。また1997年度に外務省の外郭団体で
ある社団法人フロンティア協会ならびにイタリアの中世犯罪博物館とともに、アジアでは
初めての特別展覧会「ヨーロッパ拷問展一人類の権利・自由を考える一」を主催しま
した。この展覧会では、中世から近世にかけてヨーロッパ各地で実際に使用した拷問・処
刑器具約100点（複製、補修品を含む）および拷問や処刑のようすを描いた図版約60点を公
開しました。残虐な拷問や処刑の「生き証人」ともいえる実物器具の数々は、人権尊重の
重要性を人々に問いかけました。センセーショナルな展示内容は、マスコミでも繰り返し
報道されて大きな反響を呼び、4月から12月まで232日間の会期中の入館者は5万3000人を
超えました。
　前口上が大層長くなりましたが、この目録には全国有数の藩政文書と言われる「内藤家
文書」の筆写史料35巻の表題、内容、年代等を載録しました。「内藤家文書」については、
その全容を明らかにし活用の便を図るために、すでに『明治大学所蔵　内藤家文書目録』
（明治大学図書館発行、昭和40年）が刊行されています。この一大文書群は帳簿上、明治大
学図書館の所蔵であるにもかかわらず、実際は本館で管理し学内外の利用に供するのを実
態としていました。そこで1996年度末に所蔵関係を保管・活用の実態と一致させる学内手
続きが実現し、「内藤家文書」は名実ともに刑事博物館所蔵となりました。これを契機とし
て『内藤家文書　増補・追加目録』の続刊を計画したところ、幸いにも明治大学名誉教授
の木村礎博士（日本近世史専攻、元・刑事博物館運営委員、元・明治大学長）のご協力が
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得られ、「内藤家文書筆写史料」の作成経過について記した文を執筆していただくことがで
きました。
　ちなみに昭和26年4月の本館再興後は古文書の収集事業が活発化しましたが、それらの
古文書整理については木村先生の協力と助言があったことを忘れることはできません。た
とえば『明治大学刑事博物館目録』の創刊号（1952年発行）から第25号（1965年12月発行）
までをひもとくと、島田館長による序文には木村氏から「終始有力な助言をあたえられた」
ことが記され、本館の再興と発展の陰に木村先生の多大の貢献があったことを物語ってい
ます。ご多忙の中にもかかわらず、本目録に玉稿を賜りました木村先生に厚くお礼を申し
上げます。
　こうして本館独自の調査研究用ツールが、また一つ増加したことに深い喜びを禁じ得ま
せん。発行にあたり、明治大学図書館や関係各位にあらためて心からお礼を申し上げます。
この目録によって本館所蔵の「内藤家文書」が、より早く、よりひろく、より簡単に活用
していただけることを願ってやみません。どうか本館の微意をおくみ取り頂き、記載の不
備等につきまして博雅の各位から温かいご批正ご鞭捷を賜れば幸いに存じます。目録の制
作は、学芸員の伊能秀明が担当しました。その準備段階で、本館が受託した博物館実務実
習生で大妻女子大学文学部の桑原順子君、荒居晴美君に手を煩わせ、原稿の点検整理に協
力していただきました。ここに記して感謝の意を表したいと存じます。
　おわりに本館所蔵資料の目録、資料図録、年報などの出版物は、実費で購入できます。
出版物の内容や販売時間、郵送による購入手続き等の詳細については、明治大学博物館事
務室へお問い合わせください。　　　　　　　　　　　　　　　（同上目録編集後記より）
第9　新展示「道具で知る江戸の捕りもの・拷問・刑罰の世界」の開幕
1　1997年度　刑事博物館改修工事　企画書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成　博物館事務室（伊能）
（1）タイトル・開幕日
　タイトル　「道具で知る江戸の捕りもの・拷問・刑罰の世界」
　開幕日　　1998年3月26日㈱
（2）主旨
　創設70周年を迎える節目の年にあたり、本館が収集・保存する資料中、とくに興味深い
実物の刑事関係資料を展示するとともに、今後の活動について一層の理解と支援を賜るこ
とを主旨としたい。
　工事の完成・オープン日は1998年3月26日として、母校を巣立つ卒業生ならびに御父母
へのはなむけとしての主旨を盛り込みたい。
（3）改修工事の内容
　展示室は、「ヨーロッパ拷問展」の閉幕に伴い改めて改装工事を行う。詳細は、別紙「見
積書」「図面」（掲載略）のとおり。
（4展示の構成
　おおまかに下記の4エリアに区分し、展示を行う。
　　　エリア1　十手・捕りもの
　　　エリア2　拷問さまざま
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エリア3　江戸の刑罰
エリア4　文明開化と法
　　　　　（図書の配架スペースを併設し、図書の活用を促す。）
2　明治大学刑事博物館『道具で知る江戸の捕りもの・拷問・刑罰の世界』会場施工予定表
2月 3月
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（1998年2月9日　株式会社東京スタデオ作成）
3　キャプション原稿の作成について（原則）
（1）小キャプション
ふ　り　が　な
資料名
英文の表記
年代・出典
（2）大キャプション
　（1）資料のグループに付け、その資料全体にふれる。「十手」「拷問具」「刑罰具」等
　②資料名にふりがなを付ける。
　（3）文章はやさしくする。
　（4）字数は、100～150文字とする。
　（5）寸法は、大きめとする。
（3）パネル
　（1）各コーナーに配置’する。
　（2）歴史等を説明する。
　（3）絵画、写真、イラストの表示に用いる。
55
　　　　．またまた核心に迫るご質問ですね（笑い）。まず学生・校友・教職員の皆様の教
　　　　　育や研究に役立っています。たとえば本館の資料を使って卒業論文や学位論文
　　　　　を書いて、修士や博士の学位を取得された方も大勢いるんですよ。それから数
　　　　　多くの資料が、出版やテレビ番組で活用されています。資料の価値を情報とし
　　　　　て社会に還元することで、「明治大学」の名前をアピールしています。
柳川さん：昨年の「ヨーロッパ拷問展」は大盛況でしたが、次の展示は何んですか？
学芸員　：新展示のタイトルは、「道具で知る江戸の捕りもの・拷問・刑罰の世界」です。
茂木さん：改修工事もちゃくちゃくと進んでいますね。
学芸員　：ハイ、1996年の秋から準備を始めました。関係部署の皆様が「同心協力」の志
　　　　　で協力してくれました。ちなみに「同心協力」とは、本学の前身・明治法律学
　　　　　校の設立趣旨にある言葉です。おかげで、この春、刑事博が生まれ変わります。
柳川さん：その見どころはどんなところでしょうか？
学芸員　：内容は、「十手・捕りもの」「拷問さまざま」「江戸の刑罰」「文明開化と法」の
　　　　　4つのテーマで成っています。約120点の資料をビジュアルに展示します。たと
　　　　　えば、時代劇の「鬼平犯科帳」を思い浮かべつつ見てゆくうちに捕物道具に詳
　　　　　しくなったり、拷問の恐ろしさにゾクゾクしたり、刑罰の意味についてまじめ
　　　　　に考えてみたくなります。またフランスの死刑具「ギロチン」と中世ドイツの
　　　　　拷問・処刑具「ニュルンベルクの鉄の処女」は、我が国唯一の展示資料（縮小
　　　　　複製）です。
茂木さん：それでは、どういう方に一番、ニュー刑事博物館を観ていただきたいですか？
学芸員　：本学の皆様はもちろんですが、一般の市民の方々や、とりわけ高校生や中学生
　　　　　にも観てほしいです。ぜひ「権利自由」の明治大学に出かけて欲しいです。
4　刑事博物館へようこそ
　「白雲なびく駿河台」の明治大学の大学会館には、1階ホールにインフォメーションがあ
ります。そこでは柳川典子さんと茂木紀子さんが、てきぱきと来校者に対応しています。
3月○日、お二人に改装工事中の刑事博物館を訪問していただきました。（編集子）
お二人　：（にこやかに）こんにちは、ちょっとお邪魔します。
学芸員　：こんにちは、ようこそ刑事博物館にいらっしゃいました。
柳川さん：ところで、博物館は地球のために何かしていますか？
学芸員　：のっけから鋭い質問ですね（笑い）。博物館が扱うテーマは、芸術作品や歴史資
　　　　　料に限らず、平和問題や環境汚染などがあり、地球の未来にも深いかかわりが
　　　　　あります。博物館は、人類が造り出した知的な装置として、文化、社会、自然
　　　　　にかかわるモノを収集保存し、調査研究し、それらを展示公開しています。
茂木さん：フーン。では刑事博物館は、明治大学のためにどんな役に立っていますか？
学芸員
柳川さん：最後に、今後はどんな資料を収集される予定ですか？
学芸員　：刑事博でしか見られない希少価値の高いモノ、たとえば刑事さんのミイラなん
　　　　　かあったら集めたいです（爆笑）。
お二人　：今日は、どうもありがとうございました。
学芸員　：こちらこそ、ありがとうございました。今後とも刑事博、商品陳列館、考古学
　　　　　博物館の3博物館をよろしくお願いします（礼）。
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■創立　1929年
■館長　川端博法学部教授
■収蔵資料点数　253，883点（図書を含む）
■閲覧サービス　古文書資料・図書
■頒布物　　『展示品目録』『資料図録「将軍と大名」』『資料図録「十手・捕物」』他
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『みゅうじあむ　あいず』1998年春号より）
5　明治大学刑事博物館の新装オープン
　この春、「白雲なびく駿河台」の明治大学刑事博物館（昭和4年創立）が生まれ変わりま
した。新しい展示のタイトルは、「道具で知る江戸の捕りもの・拷問・刑罰の世界」。
　内容は「十手・捕りもの」「拷問さまざま」「江戸の刑罰」「文明開化と法」の4テーマで
構成され、実物資料やカラー図版あわせて約120点をビジュアルに展示します。
　時代劇『鬼平犯科帳』で鬼平（中村吉右衛門主演）が「火付盗賊改長谷川平蔵である。
神妙に縛に就けッー。」なんて叫ぶのを思い浮かべながら見学してゆくうちに、貴方はきっ
と捕物道具に詳しくなります。それだけでなく拷問の恐ろしさにゾクゾクしたり、罪と罰
の意味についてまじめに考えてみたくなります。3月26日から好評開催中。
　また展示室にあるフランスの死刑具「ギロチン」と中世ドイツの拷問・処刑具「ニュル
ンベルクの鉄の処女」は、我が国唯一の展示資料です。
　明治大学は、「権利・自由」を旗印として明治14（1881）年に設立され、今年で117年目
を迎えました。23階建ての新校舎「リバティ・タワー」の建設も着々と進行中です。
　お茶の水へお出かけの際は、ぜひお立ち寄りください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『明治大学カード会報』第8号拙稿より）
（1）ご挨拶
　「白雲なびく駿河台」の明治大学刑事博物館へようこそ。
　本学は、1881（明治14）年1月、明治法律学校として設立され、建学の精神である「権
利・自由」「独立・自治」を理念として、1世紀を超える歴史と伝統を育みつつ現在にいた
っています。
　本館は、1929（昭和4）年4月実物教育のために刑事関係資料の収集と展示を目的とし
て創設されました。1952（昭和27）年4月から、近世法律文書と明治期の法制関係資料の
収集を加え、資料保存機関として充実を図りつつ歩み続けています。本館は、我が国唯一
の「刑事博物館」であるとともに、多種多様な資料を誇る大学博物館として知られていま
す。
　主な収蔵資料は、刑事関係資料、江戸時代の古文書、明治期記録、器物、絵画、写真、
古典籍など20万点以上、図書・雑誌5万点以上、合計25万点以上を数え、さらに増加して
います。収集した資料は、資料目録に掲載され、教育・研究や文化の向上のためにひろく
活用されています。
　展示室では、法と人と歴史にかかわる興味深い資料を一般公開しています。多くの皆様
にご観覧いただき、先人の知的遺産ないしは教訓ともいうべき資料の数々にっいて、ご理
解を深めていただければ幸いです。
　それでは、刑事博物館資料との出会いのひと時をお楽しみください。
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（2）「徳川幕府刑事図譜」
　原色の図版およそ70枚から成っています。内容は、江戸時代のさまざまな悪人や犯人逮
捕のようす、小伝馬町牢屋敷の中、きびしい拷問や刑罰、さらに明治初期の刑事裁判など
です。今日ではうかがい知ることが困難な江戸の捕りもの・拷問・刑罰の歴史を迫真の筆
で描いています。明治26年（1893）9月刊。
（3）捕りもの道具
　捕りもの道具は、もともと室町時代にいくさで使う武具として用いられました。相手を
生け捕りにするため、さまざまな道具が考案されました。
　江戸時代になると、番所や関所などに備えられ、人々にいつも威圧感を与えました。
　それでは、道具が語る捕りものの世界へご案内します。
（4）十手さまざま
　十手は、時代劇でおなじみの捕りもの道具です。江戸町奉行所の与力、同心や目明かし
などは、犯人を逮捕するために十手（じって）や捕縄（とりなわ）を持ちました。
　　　　　　　　　　　　しやく　　すん　十手の長さは、ふつう1尺5寸（およそ45cm）くらいですが、形や長さ、材質などさま
ざまなものがありました。
（5）拷問さまざま
　拷問は、犯罪の疑いのある者や被告人等に対し、自白を得るために暴行などの肉体的苦
痛を与えることです。古くはローマ法や唐の律令にも、罪人を拷問する規定がありました。
　展示した資料は、かつて行われた拷問の「生き証人」です。
　拷問は、今も根絶されていません。拷問廃止、人権尊重は人類の永遠のテーマです。
（6）近世の刑事法
　江戸時代の法は、大きく幕府法と藩法に分けられます。
　幕府は、はじめ先例により裁判を行いましたが、8代将軍吉宗の寛保2（1742）年『公
事方御定書』が制定され、刑事裁判で長く用いられました。司法と行政は一体で、寺社・
町・勘定の3奉行が評定所で裁判を行い、また軽い事件は奉行所で裁判を行いました。
（7）文明開化
　明治政府は、富国強兵、殖産興業の政策を行い、欧米の近代的技術や社会制度、風俗習
慣を積極的に取り入れました。こうして個人の衣食住や生活にも大きな変化が見られまし
た。明治初期における我が国の近代化のようすを示します。
（8）図書・古文書資料のご利用案内
　本館には、5万冊を超える図書および20万点を超える古文書資料があります。
　これらの図書や古文書資料を利用していただくために、専用の閲覧室があります。
　詳しくは、刑事博物館閲覧担当までお問い合わせ下さい。
　　開室　　月曜日～金曜日　　10時～16時30分
　　閉室　　土曜日・日曜日　　国民の祝日　　大学の定めた休業日
（9）おことわり
　資料には、差別的なあるいは不適切な表現が用いられていることがあります。
　これらの表現は、今日から見れば明らかに不当であり、人道上決して許されるべきでは
ありません。しかし差別解消、人権擁護の立場から、ありのまま掲載しています。
　差別的なあるいは不適切な表現の不当性を正しく認識していただき、人権の尊重に一層
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のご理解を賜りますよう願ってやみません。
（以上、展示パネルより）
第10　明治大学博物館の現状
　1997年7月8日付で教学基本計画プロジェクト・研究体制検討委員会の松瀬貢規座長（理
工学部教授）から博物館の現状について、委員会で報告してほしい旨の依頼を受けた。そ
の文書は、（1）通知のとおりである。そこで（2）「教学基本計画プロジェクト・研究体制検討
委員会資料」を作成して提出し、口頭説明を行った。
（1）通知
　　　委員各位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長　松瀬貢規
　　　　　教学基本計画プロジェクト・研究体制検討委員会の開催について
　このことについて、標記委員会を下記のとおり開催いたしますので、ご多忙中のところ
誠に恐縮ですが、万障お繰り合わせのうえ、ご出席下さいますようご案内申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
1．日　時
2．場　所
3．報　告
1997年7月15日㈹
午後5時30分より
駿河台校舎・大学会館7階会議室
（1）博物館の現状について??
（2）教学基本計画プロジェクト・研究体制検討委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　博物館事務室
　この委員会の開催にあたり、博物館の現状について資料の提出を要望されましたので、
下記のとおり提出します。
1．博物館の学芸員資格者、元・在職者の動向
2．「大学博物館に関する基礎的考察一データに見るその現状・1995年9月一」
　　　　　　　　　　　　　　　　（『明治大学博物館研究報告』第1号より、掲載略）
3．　「試論『大学博物館』考一明治大学博物館に関する7章節一」
　　　　　　　　　　　　　　　　（『明治大学博物館研究報告』第1号より、掲載略）
4．博物館実習の受託・指導の現状
　（1）「博物館における博物館実習の受託・指導の実態について」
　（2）「職員を兼任講師として委嘱する場合の制限について」（総務担当理事通知・人厚発60
　　第119号　昭和61年1月27日）
　（3）「1996年度　学芸員養成課程　シラバス」
　（4）「1996年度　学芸員養成課程　授業予定表」（掲載略）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
大学の出版部について
大学設置基準上の研究所について
その他
　　　　　　　　　　　　資料
59
1．博物館の学芸員資格者（1997年7月11日作成）
仮名 年齢 学位 主な職歴
A男 55 修士 元・公立博物館長、元・兼任講師等
B男 43 博士 元・兼任講師等
C男 36 修士 兼任講師
D男 30 修士 元・研究財団勤務　兼任講師
E男 27 修士 博士後期課程中退
元・在職者の動向
仮名 年齢 学位 現　職
F女 69 博士 教授
G男 66 修士 公立博物館長、兼任講師
H男 53 修士 助教授
1男 59 博士 教授
J男 50 博士 教授
2．　「大学博物館に関する基礎的考察一データに見るその現状・1995年9月一」
　　　　　　　　　　　　　　　　（『明治大学博物館研究報告』第1号より、掲載略）
3．　「試論『大学博物館』考一明治大学博物館に関する7章節一」
　　　　　　　　　　　　　　　　（『明治大学博物館研究報告』第1号より、掲載略）
4．博物館実習の受託・指導の現状（1997年3月31日作成）
（1）「博物館における博物館実習の受託・指導の実態について」
イ．実習生受託の背景説明
　博物館が、1996年度に本大学の博物館実習生を受託した背景は、およそ下記のとおりで
ある。
（1）博物館事務室職員および学芸員養成課程教員（以下それぞれ「博物館」「課程教員」とい
　う。）との会議において、課程教員から下記のような提案があった。
　①博物館事務長および学芸員資格を有する職員に対して、文学部兼任講師を委嘱し、博
　　物館実習生の指導を依頼したい。
　②実習生の指導期間は、1人あたり4日間としてほしい。
　③授業時間枠は、便宜的に土曜日の午後に1コマ分設定する。
　④待遇は、外来の兼任講師と同様とする。
（2）博物館は、この提案を了承した。
（3）この案件を教務委員会に報告したところ、理工学部の委員から下記のような異議が出さ
　れた（以下、①～③は課程教員からの伝聞による）。
　①公務員である兼任講師が、かつて土曜日の午後に授業時間枠を設定した。しかし実際
　　には、平日の昼間に授業を行っていた。このことが文部省から問題視され、改善指導
　　を受けたことがある。
　②この前例があるので、博物館に兼任講師を委嘱する件については、便宜的にも土曜日
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　　の午後に授業時間枠を設定するべきでない。
　③こうして、この案件は再審議となった。
（4にの結果を受けて、課程教員から改めて下記のような提案があった。
　①すでに教務委員会に、博物館が実習生を受託・指導することを報告した。もはや実習
　　生の受託を撤回することはできない。
　②授業時間枠は、形式的に平日の昼間に1コマ分設定する。
　③この場合も、実習生の指導期間は、1人あたり4日間としてほしい。
　④待遇は、「教諭・職員が兼任講師を兼ねる場合の手当支給基準」（例規第87号）により、
　　当初提示した月額の4分の1程度になる。
　⑤上記の条件を承諾して欲しい。
（5にの再提案を受けて、博物館は下記のとおり回答した。
　①1996年度の実習生の受託・指導については、やむをえず課程教員の提示した条件を了
　　承する。
　②ただし1997年度の実習生の受託にあたっては、より良い待遇となるように要望したい。
　　1997年度カリキュラムの編成までに、待遇改善について課程教員に最大限の努力をし
　　てほしいと申し入れた。にもかかわらず、状況は改善していないことを遺憾に思う。
ロ．博物館実習の実態
（1）指導時間数および学生数
　3博物館が、1996年度に受託・指導した博物館実習の実態は、下記のとおりである。
　授業予定表では、授業時間は火曜日の4時限に1コマと登録されている。
　しかし実際の指導期間は、実習生1名あたり月曜日から木曜日までの4日間である。1
日につき午前9時30分から午後5時までの7時間30分を担当した。（但し11時30分から12時
30分は休憩時間とする。）ゆえに実習生1名あたりの延べ指導時間は、30時間である。3館
で受託・指導した総学生数は、83名である。
表「1996年度刑事博物館の実習生受入れ」
週 日　　程 学生（■男子　○女子）
① 9月30日（月）～10月3日㈲■　　○○0　4名
② 10月14日（月）～10月17日㈲ ○○0　3名
③ 10月21日（月）～10月24日㈲■■　○○0　5名
④ 10月28日（月）～10月31日㈲■■　○0　　4名
⑤ 11月18日（月）～11月21日㈱■■　○0　　4名
⑥ 11月25日（月）～11月28日㈱■■　0　　　3名
⑦ 12月5、6、9、10日 0　　　1名
計 7　　週 ■9名　015名　計24名
　刑事博物館では1週あたり30時間の実習指導を、7週間にわたって行った。ゆえに総指
導時間は、210時間である。担当者は、講師給として月額7125円を支給された。
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表「1996年度　商品陳列館の実習生受入れ」
週 日　　程 学生
① 5月13日（月）～5月16日㈲3名
② 5月20日（月）～5月23日㈱4名
③ 6月3日（月）～6月9日㈱ 4名
④ 6月10日（月）～6月13日㈱3名
⑤ 6月17日（月）～6月20日㈱3名
⑥ 10月28日（月）～10月31日㈱4名
⑦ 11月11日（月）～11月14日㈱4名
⑧ 11月18日（月）～11月21日㈱4名
計 8　　週 計29名
表「1996年度　考古学博物館の実習生受入れ」
週 日　　程 学生
① 5月13日（月）～5月16日困7名
② 5月20日（月）～5月23日㈲7名
③ 5月27日（月）～5月30日㈱1名
④ 6月3日（月）～6月6日㈲ 2名
⑤ 6月10日（月）～6月13日㈱2名
⑥ 7月15日㈲～7月18日㈲ 1名
⑦ 10月14日（月）～10月17日㈲5名
⑧ 10月21日（月）～10月24日㈲4名
⑨ 10月28日（月）～10月31日㈲1名
計 9　　週 計30名
ハ．実習生受託の法的背景
　博物館法施行規則第1条は、
　　博物館法（昭和26年法律第285号、以下「法」という。）第5条第1項第1号の規定に
　　より大学において修得すべき博物館に関する科目の単位は、左の各号に掲げるものと
　　する。
と定め、博物館学、教育原理、社会教育概論、視聴覚教育および博物館実習の単位数が法
定されている。
　博物館実習は3単位とされ、第1条第2項に、
　　前項第5号の『博物館実習』の単位は、法第2条第1項に規定する博物館又は法第29
　　条の規定に基づき文部大臣又は都道府県の教育委員会の指定する博物館に相当する施
　　設（大学においてこれに準ずると認められた施設を含む。）における実習により修得す
　　るものとする。
と定めている。
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　刑事博物館は、法第29条による「博物館に相当する施設」である。
　また従来より学芸員養成課程から実習生の受託・指導を要請されていた。
　ゆえに、法令および学芸員養成課程の依頼に基づいて受託した実習生の指導は、大学博
物館として重要な事業のひとつといえる。
　しかし現状は、博物館にとってきわめて過酷な条件のもとに博物館実習生の受託が行わ
れている。実習にかかわる教育環境の未整備は、博物館にとっても実習生にとってもゆゆ
しき問題である。
二．一問題点一一総務担当理事通知との抵触
　博物館は、上記のとおり実習生1人あたり4日間の受託・指導を行った。
　教務委員会で理工学部の委員が指摘したような観点から、博物館実習の受託問題を律す
ることはきわめて不適当である。なぜなら公務員である兼任講師は、1週あたり1コマの
登録時間について1コマの授業を担当したにすぎない。これに対して博物館では、1週あ
たり1コマの登録時間について30時間の実習指導を担当したのである。ゆえに、両者を混
同して論ずるべきではない。さらに学芸員課程を履修する理工学部生はきわめて僅少であ
り、理工学部の委員は、博物館実習の内容をほとんど理解されていないのではないかと推
測される。
　ところで、1986（昭和61）年1月の総務担当理事からの通知によると、職員をその勤務
時間内に兼任講師として委嘱する場合、1週につき2時間を限度とするとされている。
　博物館実習の実態は、この通知に明らかに抵触している。
　本意見書は、このような現状について報告するものである。
　同時に、この問題をより望ましい状況に改善してゆく方策について、下記の事項につい
て検討を要望する次第である。
　第1に、博物館では、従来から学芸員の専門職としての位置付けを要望している。博物
館実習に関する諸問題を解消し、かつその受託を円滑に行うには、専門職制度の確立は不
可欠であろう。
　第2に、1996年10月29日付で「各種授業等の手当て支給基準の一部を改正する基準」が
制定された。専門職制度の確立まで当面の問は、この規程を準用して、手当てを支給する
ことなども検討していただきたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
（2）「職員を兼任講師として委嘱する場合の制限について（通知）」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人厚発60第119号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和61年1月27日
　　　　　　各　学　部　長　　　　　　　　　　　　　　殿　　　　　　各課長・事務長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総務担当理事㊥
　　　　　この取り扱いについては、従来「原則として認めないが、止むを得な
　　　　い場合は職務に支障のない限り週4時間を限度として認める。」ことにな
　　　　っていましたが、下記のとおり取り扱いを変更しますので、御周知くだ
　　　　さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
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　　　　職員を本学の兼任講師として委嘱する場合の制限
　　　　1　勤務時間内に委嘱する場合
　　　　　　原則として認めない。ただし、他に委嘱する者がいない場合には、
　　　　　業務に支障のない範囲で週2時間を限度として認めることができる。
　　　　2　勤務時間外に委嘱する場合
　　　　　　業務に支障のない範囲で認める。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
（3）「1996年度　学芸員養成課程　シラバス」
　1．授業の概要・目的
　　付属博物館の学芸員の指導監督のもとで、博物館の実務を体験的に実習する。
　2．授業計画・進行予定表
　　文学部日本史学専攻、同卒業者、法学部法制史専攻者は刑事博物館、文学部考古学’
　専攻及び同卒業者は考古学博物館、その他は商品陳列館で4日間の実務実習を行うの
　を原則とする。一部、学外の指定の博物館で実務実習する場合もある。
　3．履修の留意点・成績評価の方法
　　4日間終日にわたる集中的な実習である。遅刻・早退・欠席は認められない。
　　それぞれの実習の日程については、追って掲示する。
　4．教材・参考書等の指示
　　博物館実習1と同じ。
（4）「1996年度　学芸員養成課程　授業予定表」（掲載略）
おわりに
　本館の事業は、上記のほかにも多岐にわたりますが、もはや紙数がないのでここで筆を
止めます。この1年間の事業は、私のほか嘱託学芸員の唱桂子さんと福田香織さんが担当
しました。両君のご協力に心から感謝します。
　1997年度は、学校法人明治大学理事会の深い理解のもとに特別展覧会「ヨーロッパ拷問
展一人類の権利・自由を考える一」の開催が実現しました。人権侵害の惨禍を伝える
「歴史の証人」でもある拷問具が、アジアでは初めて本学で公開されました。「ノーモア・
拷問」を世界に訴えるイタリア中世犯罪博物館の主旨が、フロンティア協会の熱意を媒介
として本館で実を結んだのです。かつて行われた拷問の歴史を物語る、人類共通の教訓で
ある拷問器具を一堂に集め、人権尊重を願う世界共通の記念碑のひとつとして「ヨーロッ
パ拷問展」が開かれたことは、まことに意義深いことです。人権擁護のシンボルとしてふ
さわしい展示のあり方、会場の維持に責任の重さを痛感しました。私は労力の多くをこの
展覧会に注ぎました。お陰を持ちまして拷問の廃絶を求める「声なき声」は、じつに多く
の皆様の心に響いたのです。会期は、当初の予定を終えたのち特別延長会期が加わり、9
か月間に及びました。共同主催者の社団法人フロンティア協会の渡部高揚理事長、太田利
彦常務理事、林容子キューレターならびに佐久間珠理氏、イタリア中世犯罪博物館（Museo
di　Criminologia　Medievale　e　Inquisizione）のアルド・ミッリオリー二（Aldo　Migliorini）
館長には、多大のご指導ご鞭捷を賜りました。展覧会場の管理・運営にはアクティオ株式
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会社の石井美樹子ディレクター、大月克恵さん、広報には株式会社オフィス　ブラインド
スポットの石井真理子さんに大変お世話になりました。そのほか展覧会の関係者の皆様に
厚くお礼を申し上げます。
　特別延長会期がスタートした頃、学内関係者の一部に「館長は会期の特別延長に関知し
ていない」との心ない流言が流されたため、展覧会の続行が一時的に苦しい状況に陥りま
した。しかし、考古学博物館友の会の土屋哲旺会長のご高配や博物館事務室の熊野正也事
務長、澤田陽子さんの終始変わらない温情により、本学未曾有の展覧会は盛況のうちに幕
を閉じたことを特記します。
　最後に刑事博物館、商品陳列館、考古学博物館が共通して直面する問題を挙げます。
　第1に、博物館組織の矛盾や規定の不備について10年以上、文書で改善を要望していま
す。しかしながら、組織の再編や規定の整備は進んでいません。
　第2に、近年激増した業務として「博物館実習生の指導」があります。しかしながら、
「事務分掌規定」に「博物館実習生の指導」についての規定はありません。規定にない業務
をしなければならない制度的な矛盾は、放置すべきではありません。
　第3に、博物館の運営には専門的知識や経験を必要とします。しかしながら、人事等の
面で専門性や貢献度はほとんど評価されないシステムになっています。現状では、業務の
遂行は担当者それぞれの個人的な努力と責任に多く負っています。
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